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地球温暖化防止をはじめとする環境保全や電気代の削減、災害対策などで太陽光発電が注目されています。太陽光発電を調べる中で、太陽光パネルの種類の違いが気になった方もいらっしゃるのではないでしょうか。今回は太陽光発電システムには欠かせない“太陽光パネル”について、発電の仕組みや、太陽光パネルの種類・それぞれの特徴をご説明します。太陽光発電の導入をご検討中の方や、太
陽光発電について知りたい方は、ぜひご覧ください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電量は？目安や発電量を高めるポイントを解説！	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	【目次】	・太陽光パネルに関する基礎知識	・太陽光パネルの種類・それぞれの太陽光パネルの特徴・住宅・法人の設置におすすめの太陽光パネル	・太陽
光発電のご相談は京セラへ	まずは、太陽光パネルが光を電力に変える仕組みを利用しています。ここでは、太陽光パネルに関する基礎知識や太陽光パネルの仕組みについて解説します。	太陽電池の基本単位である太陽電池セルを必要枚数直列に接続して、強化ガラスや封止材、アルミ枠などでパッケージ化したものが太陽光パネル（太陽電池モジュール）です。	太陽光発電システム全体の中では、
電気を生み出す役割を担っています。	太陽光パネルは、主に住宅やオフィスの屋根に設置されたり、地上に架台を組んで設置されたりします。近年では、建築材料と一体になった太陽光パネルもあります。	参考：一般社団法人太陽光発電協会（JPEA）｜住宅用太陽光発電の設計と施工（7.90MB）	太陽光パネルの仕組みは、シリコン半導体に光が当たると電気が発生する現象を利用しており、太陽
の「光エネルギー」を直接「電気エネルギー」に変換して活用します。	太陽光パネルには、電気的な性質が異なるN型半導体（表面）とP型半導体（裏面）が使われています。	N型半導体（表面）とP型半導体（裏面）を重ね合わせて光を当てると、接合面を境にN型側に電子（－）、P型側に正孔（＋）が集まるという性質を活用し、それぞれの電極をつなぐことで電気が流れる仕組みを作り出しま
す。	変換効率を現す指標には、「モジュール変換効率」と「セル変換効率」の2つがあり、太陽光パネル（太陽電池モジュール）の1平方メートルあたりの変換効率を表す指標をモジュール変換効率と呼びます。太陽光発電の変換効率とは、太陽光エネルギーをどれだけ電気エネルギーに変換されるかを示す指標です。変換前（太陽光エネルギー）に対する、変換したあとのエネルギー（電気エネル
ギー）の割合とも言えます。	変換効率が高ければ高いほど、電気エネルギーを多く生み出せると覚えておきましょう。	モジュール変換効率（％）	＝［モジュール公称最大出力（Ｗ）×100］÷［モジュール面積（㎡）×放射照度（Ｗ/㎡）］	　（放射照度＝1,000W/㎡）	ちなみに、「セル変換効率」とは、太陽電池モジュールを構成している最小単位の構成部品「セル」1枚あたりの変換効率を表す
指標です。	セル変換効率（％）	＝［モジュール公称最大出力（Ｗ）×100］÷［1セルの全面積（㎡）×1モジュールのセル数（個）×放射照度（Ｗ/㎡）］	　（放射照度＝1,000W/㎡）	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	太陽の光を電気エネルギーに変えることができる太陽光パネルですが、使われている素材によって種類が分けられています。ここでは、太陽光パネルの分類についてご紹介
します。	太陽光パネルは、先述の通り使用する素材によって分類されています。大きくは、「シリコン系」・「化合物系」・「有機系」・「量子ドット系」に分類されます。さらにそこから、結晶の状態であったり、他の材料との組み合わせなどで細分化されます。	シリコン系	結晶シリコン	アモルファスシリコン	化合物系	Ⅲ-Ⅴ族多接合(GaAs等)	CIS系	CdTe	有機系	色素増感	ペロブスカイト	有
機半導体	量子ドット系	参考：国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜太陽電池の分類	この章では、「シリコン系」・「化合物系」・「有機系」・「量子ドット系」のそれぞれの太陽光パネルの特徴についてご紹介します。参考：国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜太陽電池の分類	シリコン系は、現在世の中で最も広く用いられている太陽光パネルの種類になります。太陽
光パネルの素材にシリコンを使用しています。原材料のシリコンは、昔は「半導体グレード」と呼ばれる純度が高いシリコンが使用されていましたが、現在ではコストのバランスが良い「ソーラーグレード」と呼ばれるものが使用されています。	主に以下の３つに分けられます。	結晶シリコン	結晶シリコンは実用化された実績が古く、メーカーによっては長期信頼性についても長期使用の実績があ
ります。住宅用・産業用ともに最も普及している太陽光パネルはこの種類です。	結晶シリコンは、単結晶シリコンと多結晶シリコンに更に細分化され、単結晶シリコンは１つの結晶でつくられたものを利用し、多結晶シリコンは細かいシリコン結晶によって形成された「多結晶シリコン」を太陽光パネルの材料に用います。	単結晶シリコンの太陽光パネルの方が多結晶シリコンの太陽光パネルと比
較すると変換効率が高い特性があります。	アモルファスシリコン	シリコン原子が不規則に結合した状態で、非結質シリコンともいわれます。室内などでも効率よく発電できる性質から電卓や腕時計に用いられてきました。現在では、屋外用の製品も市場流通していますが、太陽光を照射し続けると変換効率が落ちる傾向があります。	ヘテロ接合	結晶シリコンとアモルファスシリコンを組合わせた太
陽光パネルです。結晶シリコンだけの場合に比べて発電効率が良いという特徴があります。	化合物系は、シリコンの代わりに複数の元素を混ぜ合わせた化合物を用いてシリコン半導体の性質を持たせた物質をつくり、太陽光パネルの材料にします。いくつか例をご紹介します。	III-V族多接合	III族元素（ガリウムGa、インジウムIn、アルミニウムAlなど）とV族元素（リンP、ヒ素Asなど）からなる
化合物半導体で構成された太陽電池で、主に宇宙用に使用されています。集光すると40%以上の変換効率を発揮する超高性能太陽電池ですが、コストが高い点がデメリットです。	参考：国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜高効率な多接合太陽電池の普及を加速させる技術を開発	CIGS系	CIGS（”シーアイジーエス”）とは、Cu,In,Ga,Se(銅、インジウム、ガリウム、セレン）の４つ
の元素の頭文字をとったものです。これらの元素を組合わせてシリコン同様の半導体を製造し、太陽光パネルに用います。省資源で生産できるというメリットがあります。	CdTe	毒物として知られるカドミウムを使用した太陽光電池です。日本では安全性と環境配慮のため普及していませんが、コストパフォーマンスが高く欧米などでは導入されています。	有機系は、有機物を太陽光パネルの材料
にします。シリコンや無機物を素材として使用する場合と比べると、有機系の場合は製造工程で必要な装置（高温にして原料を加工する機械や、真空装置など）が不要になるケースが多く、その分コストダウンができるという特徴があります。有機系についてもいくつか例をご紹介します。	色素増感	光を吸収する色素を利用した太陽電池です。寿命と変換効率が課題ですが、製造が比較的容易で、
彩り豊かな太陽光パネルを作ることができます。	ペロブスカイト	「ペロブスカイト」と呼ばれる結晶構造の材料を使った太陽電池です。塗布による製造が可能で、変換効率もシリコン系と同程度まで開発が進んでおり、軽量・薄型で柔軟性があり、カラフルな太陽光パネルを作ることができます。フレキシブルな設置が可能なため、次世代の太陽光パネルとして注目されています。	有機半導体	普通
の太陽電池と異なり、ｐ型とｎ型の２層構造を必ずしも必要としないことが特徴です。ｐ型とｎ型の両方の半導体を混ぜ合わせて塗布し、電極を付けるだけで太陽電池を作ることが可能です。	変換効率と耐久性が課題ですが、長期利用を目的としないインテリアやおもちゃなどで実用化されています。	現在研究段階ですが、量子効果を利用して性能を高めた太陽光パネルです。ナノサイズの微小加
工を必要とし、太陽電池の中に材料が異なるnmサイズの粒を規則的に並べた構造などが提案されています。	それぞれの太陽光パネルの特徴についてご説明しましたが、研究開発中のものや、実用化されてから歴史が浅い種類のものもあります。住宅やオフィス・工場などに導入する場合は、屋外利用で経年劣化しづらく、長期的に発電が長持ちするパネルを選ぶと安心です。長期稼働実績で選ぶな
らシリコン結晶系の太陽光パネルがおすすめです。	京セラの太陽光パネルも結晶シリコンを使用しています。1984年に千葉県佐倉市に設立された京セラの佐倉ソーラーエネルギーセンターでの多結晶シリコン太陽光パネルは、36年目の2021年の時点でも出力低下率17.2%※1で現在も稼働中※2。京セラ製太陽光パネルの高い技術と長期信頼性を実証し続けています。	※1実績データをベースに、
さらに出力特性の測定精度・ばらつきなど、外的要因も考慮した数値。当社調べ。	※22024年1月時点。	京セラの太陽光パネルの長期信頼性については、こちらの記事をご覧ください。	太陽光パネルの寿命予測技術を開発	京セラの特長	太陽光発電の導入をご検討の場合は、お気軽に京セラまでご相談ください。確かな技術と幅広い知見に基づいて、品質や長期信頼性に優れた太陽光発電を提供いた
します。太陽光発電のパイオニアだからこそ、システム設計から施工、メンテナンスに至るまで一貫したトータルマネジメントが可能です。	また、購入（自己所有）だけでなく初期費用０円で太陽光発電を導入できるPPAサービスを住宅と法人向けにそれぞれ提供しています。それぞれのサービスの概要は各専用ページにてご確認ください。	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマ
イルe」	法人向け：産業用電力サービス事業（PPA）	自己所有の場合も、PPAサービスの場合もぜひ豊富な実績を誇る当社へお気軽にお問い合わせください。	（更新日：2024年10月24日）	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電量は？目安や発電
量を高めるポイントを解説！	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	北海道札幌市東区北32条東3-1-1	北海道北見市とん田西町378番地2	北海道帯広市西12条南9丁目4番地1	岩手県盛岡市青山4丁目10-11	岩手県宮古市小山田2丁目2-1　マリンコープDORA（ドラ）1F	宮城県大崎市古川旭1-10-24	宮城県気仙沼市本郷10-13遠間ビル1階	宮城県仙台市泉区市名坂字原田3-23	埼玉県鶴ヶ島市鶴ヶ
丘116-4	埼玉県秩父市荒川上田野785-5	埼玉県熊谷市石原343-1	長野県長野市青木島町大塚320	長野県松本市島内4195-1	新潟県上越市高土町3丁目1-1	新潟県新潟市中央区堀之内南1-32-16	石川県金沢市松村3丁目339番地　クアトロM　2号室	愛知県春日井市鳥居松町1丁目89番地	愛知県豊橋市野依町字花ノ木127-1	愛知県岡崎市大西1丁目1番地10	滋賀県湖南市日枝町101-37	滋賀県東近江市
今堀町621の1番地	京都府京都市下京区五条通堀川西入る柿本町618	京都府京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地	兵庫県姫路市南今宿7番13号	神戸市東灘区深江南町3-8-4	広島県広島市西区小河内町2丁目23番8号	広島県福山市南蔵王町6-18-40	福岡県久留米市津福本町1249-6	福岡県福岡市博多区井相田3-25-1	福岡県福岡市城南区荒江1-21-18-3F	熊本市南区江越2-22-7	熊本県天草市東町7-11	Page
2	太陽光発電・蓄電池を使うためには、パワーコンディショナ（通称：パワコン）が不可欠ということをご存知でしょうか。パワーコンディショナまたはパワコンという言葉は聞いたことがあっても、具体的にどのような役割を担った製品なのかは知らないという方もいるかもしれません。そこで今回は、パワーコンディショナが太陽光発電において、どのような役割・機能を担っているのか解説し
ます。パワーコンディショナを選ぶポイントについても紹介するので、ぜひ参考にしてみてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！	【目
次】	・パワーコンディショナの機能・太陽光発電におけるパワーコンディショナの役割・パワーコンディショナの寿命・パワーコンディショナを選ぶポイント・パワーコンディショナのメンテナンスと故障・太陽光発電の効率を高めるためにはパワコンの性能も重要	そもそもパワーコンディショナとは、直流電力を交流電力に変換する機器です。	電力に直流（DC）と交流（AC）の2種類があるこ
とは、理科の授業でも習った方も多いのではないでしょうか。両者の違いは次のとおりです。	直流	常に一方通行で、電流・電圧が変化しない	交流	電流、電圧が周期的に変化する	（電気が同じ周期で向きを交互に変えて流れる）	乾電池から供給されるのは直流であるため、電気は一方通行で変化しません。そのため電池を使う場合、必ずプラスとマイナスの向きを気にする必要があります。	一方、
電力会社から送られてくるのは交流です。電流・電圧は周期的に変化しており、プラグをコンセントにどのような向きで指しても使用できます。このように性質が異なる「直流」と「交流」を変換するのが、パワーコンディショナの基本的な機能です。	太陽光発電システムは、パワーコンディショナを含め次のような構成になっています。	 住宅用太陽光発電システムの例 	太陽光発電の仕組みを
図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！	※1電力会社の系統の状況により、逆潮流電力（需要者側から電力系統側に送る電力）が制限され、太陽光発電システムからの売電電力量が少なくなる可能性があります。	このような状況が頻繁に発生する場合は、電力系統側での対策が必要な場合がありますので、販売窓口にご相談ください。	※2蓄電池で貯めた電気を売電することはできません。
●図は、晴れの日の平常時のイメージです。	●建築基準法施行令第86条による垂直積雪量の荷重が、太陽光発電システムの製品仕様を超える場合は設置できません。	●PC/タブレット/スマートフォンは付属していません。また、全てのPC/タブレット/スマートフォンに対して、表示を保証するものではありません。	●蓄電システムに必要なパワーコンディショナ、リモコン、通信モデム、関連機器･
部材は図に記載しておりません。	このシステムの中で、パワーコンディショナが担う役割は次のとおりです。	太陽光パネルが生み出した電気を交流にする	発電量を最大化する（最大電力点追従制御）	逆潮流させる・逆潮流を防ぐ（逆潮流制御機能）	異常を検知したら系統から切り離す（系統連系保護機能）	停電時に電気を使えるようにする（自立運転機能）	それぞれの役割について、詳しく見て
いきましょう。	実は太陽光パネルが発電する電力は「直流」です。	各種電化製品・電気機器は電力会社から送られてくる「交流」で使うことを前提としているため、そのままでは電気を使うことができません。	そこでパワーコンディショナによって、太陽光パネルが生み出した電気を交流に変換し、家庭内やオフィスなどで使えるようにします。	 住宅用のパワーコンディショナの例 	これが
もっとも基本的なパワーコンディショナの役割です。	パワーコンディショナは、太陽光発電の発電量を最大化する役割も担っています。そもそも太陽光発電の発電量は、天候・季節に応じた日照時間に大きく左右されます。とくに曇っている場合、電圧と電流の変動が大きく、発電量が非常に不安定になることが特徴です。発電量が不安定になるため、太陽電池から得られる電力も変化します。	こ
の変化する太陽光発電の電力から最も多くの電力を取り出す仕組みが、「MPPT（最大電力点追従制御｜Maximum	Power	Point	Tracking	control）」と呼ばれるパワーコンディショナの機能です。パワーコンディショナはMPPTによって発電量が最大になる電流・電圧の組み合わせ（最大出力点）を探り、より多くの電力を安定供給してくれています。	電気（電流）は、電圧の高いところから
低いところへ流れます。通常は電力会社から家庭・企業（系統側から需要家側）へと電気が流れますが、もし売電するとなれば、家庭・企業から電力会社（需要家側から系統側）へと電気を流さなければなりません。この需要家側から系統側へ電気を流すことを「逆潮流」といいます。日本の場合、基本的に電圧は100Vが基準となっていますが、電線内の電圧は100V前後（90V〜107V）で変動し
ているため、もし売電する場合は家庭側の電圧を高めて逆潮流させなければなりません。一方、自家消費をメインとする場合、逆潮流が発生しないことが前提とされています。しかし電気が使いきれないと、意図せずして系統側に電気が流れてしまうかもしれません。このような逆潮流が発生すると、電力会社との契約違反となりますので逆潮流をしないようにパワーコンディショナで発電量を調整
します。	このように、太陽光発電を使用するために不可欠な「逆潮流させる」「逆潮流を防ぐ」ということも、パワーコンディショナが逆潮流制御機能を用いてコントロールしています。	家庭・企業が余剰電力を電力会社に送電する場合、一般送配電事業者の送電線に接続する「系統連系」という契約を結んでいます。そして電力会社は電気を安定供給するため、つねに電圧・周波数などを一定水
準にキープしています。	そんな中、もし家庭・企業側の太陽光発電システムに電圧・周波数に影響するトラブルがあり、トラブルが生じたまま系統に接続していると、辺り一帯が停電してしまう可能性があります。反対に、電力会社からの電力に異常があった場合、そのまま電気を受け入れていると、太陽光発電システムに悪影響を及ぼす可能性があります。	このような被害を防ぐため、異常を検
知したら系統から切り離すこともパワーコンディショナの役割の一つです。これは「系統連系保護機能」と呼ばれています。	太陽光発電を導入すれば停電時でも電気を使えると思っている方もいるかもしれません。しかし実は、パワーコンディショナに「自立運転機能」が備わっていないと、たとえ発電したとしても停電時に電気を使うことができません。自立運転機能はすべてのパワーコンディ
ショナについているわけではないため、もし災害対策・停電対策として太陽光発電を導入する場合は、あらかじめ確認しておきましょう。太陽光発電で停電時に備える方法と停電時の操作方法とは？	太陽光発電システムの中で重要な役割を果たしているパワーコンディショナですが、その寿命は10年〜15年程度です。太陽光パネルは20年〜30年以上も稼働し続ける製品もあり、基本的にはパワーコ
ンディショナの交換頻度のほうが多くなります。	パワーコンディショナの劣化原因としては「経年」が代表的です。パワーコンディショナは常に稼働し続けるため、どうしても経年によって内部の電子部品が劣化していってしまいます。また、風雨や結露にさらされ続けると、劣化スピードが早まるため注意してください。	なお、雷によって異常な高電圧がかかると、パワーコンディショナ内部の
電子部品が故障することがあります。	定期点検を怠っていると小さな故障に気が付かず、そこから大きな不具合が生じるケースも珍しくありません。パワーコンディショナを長く使い続けるためにも、定期点検は必ず実施しましょう。	それでは、パワーコンディショナを選ぶときに注目すべきポイントについても見ていきましょう。	変換効率	最大定格出力	設置場所と設置条件	保証期間・保証内容
自立運転機能の有無	太陽光発電出力制御への対応可否	それぞれ詳しく解説します。	直流から交流へ変換すると、どうしてもロスが発生してしまいます。せっかく太陽光で発電した電気を最大限活用するためにも、変換効率が高いパワーコンディショナを選ぶといいでしょう（目安として変換効率95％以上の製品が主流です）。	「太陽光パネルの出力」が「パワーコンディショナの最大定格出力」
を超えてしまうと、その分の電気は直流から交流に変換できず使用できません。太陽光パネルの出力に合致したパワーコンディショナを選びましょう。	なお、太陽光パネルを過積載することで、システムとしての発電量を最大化するケースもあります。	また、将来の増設予定などにより、適したパワーコンディショナが異なりますので、どのような方針で発電量を最大化していくかについては、販
売店や技術代理店と相談してみてください。	パワーコンディショナは直射日光を避けられる場所に設置するのが適しています。そしてパワーコンディショナは意外と大きく、それ相応のスペースを要することも知っておきましょう。なお、屋外だけではなく、屋内に設置することも可能です。	また、製品の仕様によって潮風による塩害や標高など、設置条件が異なりますので事前に確認しましょ
う。	パワーコンディショナを安心して使い続けられるよう、メーカーの保証期間・保証内容についてもご確認ください。	たとえば京セラは、住宅用太陽光発電システムに対し、機器15年・自然災害15年・出力20年を保証する「トリプル保証」を有償提供しています。パワーコンディショナも保証対象で、落雷や台風はもちろん、飛来物や火事などによる被害もカバーしていることが特徴です。	安
心してお使いいただける京セラの太陽光発電システムについて	法人向けについては、採用されるパワーコンディショナによって異なるものの、国内メーカーは機器保証1年、海外メーカーでは機器保証5年オプションで20年まで延長可能なものもあります。詳しい条件についてはケースごと異なるため、ぜひお問い合わせください。	停電対策として太陽光発電・蓄電池を導入する場合、自立運転機能
がついたパワーコンディショナを選ばなければなりません。昨今は自立運転機能がついた製品が多いものの、購入前に必ず確認するようにしましょう。	電力を安定供給するためには、「消費量」と「発電量」のバランスを取らなければなりません。もし需給バランスが崩れると、周波数が大きく変動して電気設備が不調になったり、大規模停電が発生したりする可能性もあります。	このような事態
を防ぐため、消費量と比べて発電量が増えすぎることが予想される場合、発電量を減らすことで需給バランスを保ちます。これが出力制御です。	出力制御(出力抑制)とは？仕組みや太陽光発電への影響・ルール・対策を紹介！	2024年時点では、10kW以上の太陽光発電設備も発電所の一つとして制限を受けます。10kW未満（家庭用など）の設備は実施対象外とされていますが、今後の情勢によっ
ては出力制御の対象となる可能性もあるでしょう。	京セラの産業用パワーコンディショナは、電力会社からの太陽光発電出力制御への対応品もラインナップされています。	産業用パワーコンディショナ	家庭用の場合、出力制御のためには遠隔制御用機器として「HEMS」が必要となり、機器をインターネットへ接続しなければなりません。HEMSを導入することで自治体から補助金がおりること
もあるため、ぜひご検討ください。	令和6年度の住宅用太陽光発電導入に使える補助金を紹介！【2024年10月】	ちなみに、京セラでは住宅用太陽光発電の出力制御に対応できる	「出力制御ユニット	」	という製品があります。	それでは最後に、パワーコンディショナのメンテナンスと故障について知っておきたいことを紹介します。	先述したとおり、パワーコンディショナは常に稼働し続けるた
め、大きな負担がかかっています。少しの故障で寿命を縮めないためにも、定期的に点検し、メンテナンスすることが重要です。また、日常的に発電量に異常が無いかチェックし、発電量の低下がみられた場合は早期に点検・修理・交換をしてもらうことで、システム全体の故障など、大きな損失につながることを防ぐことができます。	故障時の対応とメンテナンスにかかるコストについても見てい
きましょう。	経済産業省が発表した	「令和6年度以降の調達価格等に関する意見」	（7.38MB）によると、家庭用の場合、パワーコンディショナを含む太陽光発電システムの定期点検費用（メンテナンス）の相場は約4.7万円程度とされています。（太陽光発電の規模で考えると、想定値は5,800	円/kW/年とされています）なお、定期点検頻度は3〜5年程度が一般的です。	そしてこの定期点検でパ
ワーコンディショナの故障が判明した場合、基本的には交換することになります。交換費用の相場は34.5万円程度が相場です。令和5年の相場と比べると、半導体不足や人件費増などを要因として、メンテナンス費用は上昇傾向にあります。	また、事業用太陽光発電のメンテナンスコスト（運転維持費）については、地上設置の平均値が5,200円/kW/年（中央値4,100円/kW/年）、屋根設置の平均
値も5,200円/kW/年（中央値	3,700円/kW/年）です。家庭用と比べるとkW/年あたりの単価は若干低いものの、事業用太陽光発電は規模が大きいことから、メンテナンスコストも相当費用を見込んでおかなければなりません。	メンテナンス費用・交換費用を高額だと感じた方もいるかもしれません。半導体不足や人件費上昇により、今後メンテナンスコストは上昇していく可能性もあるため、何ら
かの対策をしたいと考える方もいるでしょう。	そのような方には、初期費用はもちろん、契約期間中のメンテナンス費用も0円になる「PPAサービス」がおすすめです。	PPA（Power	Purchase	Agreement）とは「電力購入契約」のことで、太陽光発電についてはサービス事業者の負担で設置します。太陽光発電そのものはサービス事業者の所有物であるため、メンテナンス費用もサービス事業
者が負担することが特徴です。そして利用者側は、利用した分の電気料金、またはサービス利用料を支払います。	【法人向け】初期投資ゼロで設置できるPPAスキーム（モデル）とは？リースや自己投資との違いを解説！	京セラでは家庭向けとして	エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	、企業向けとして	「産業用電力サービス事業」	を提供しています。初期費用・メンテナンス費
用0円で太陽光発電を導入したい方は、ぜひ京セラのPPAサービスをご活用ください。	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	法人向け：産業用電力サービス事業（PPA）	太陽光発電の効果を最大限に発揮しようと考え、太陽光パネルの発電効率を気にしている方は多いでしょう。しかしこの記事で紹介してきたとおり、発電した電気を効率よく使うためには、パワーコン
ディショナの性能も重要なのです。京セラは太陽光パネル・蓄電池のみならず、パワーコンディショナの性能にもこだわっています。太陽光発電の効率を高めたいと考えている方は、ぜひ京セラ製品をご利用ください。	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！
太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！
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